
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ３回 開催期間

参加者数 １６名 内訳 小学４年生 ２名 小学１年生 ３名

小学５年生 ３名 小学２年生 ３名

小学６年生 ２名 小学３年生 ３名

令和５年８月２２日～令和５年９月９日

美入　昌男（学校法人ワタナベ学園　理事長）

―

岩上　勉（吉川市教育委員会生涯学習課　課長）

学校法人ワタナベ学園、吉川福祉専門学校、吉川市教育委員会生涯

学習課

実行委員長

令和５年度　子ども大学よしかわ

子ども大学よしかわ実行委員会
実行委員

（関係団体）

子ども大学よしかわ

学長

副学長



３．実施内容

８月２２日（火）

９：３０～１０：３０（低学年）

１０：４５～１１：４５（高学年）

缶の貯金箱への装飾方法を教わっている様子

８月２２日（火）

９：３０～１０：３０（高学年）

１０：４５～１１：４５（低学年）

とろみ剤を入れた飲み物を飲んでいる様子

１日目① 開催日時

写真

そ

の

他

(

ア

ー

ト

)

会場 吉川福祉専門学校

講義名 シールとスポンジで描こう！トールペイント体験

講師 宇田　久美

１日目② 開催日時

は

て

な

学

講師 吉川福祉専門学校　教員　鯉沼　聡美

会場

講義名

吉川福祉専門学校

お年寄りになるということ

写真



３．実施内容

９月９日（土）

９：００～１１：１５

ボッチャでボールの位置を確認している様子

２日目 開催日時

講義名 ボッチャ体験

そ

の

他

(

ス

ポ

ー

ツ

)

会場 吉川福祉専門学校

講師
越谷保育専門学校 学科主任 東海林

孝

写真



４．参加者の声

・お年寄りのことをよく知ることができた。

・ボッチャでは色々なことをして、友達とやるのが楽しかった。

・知らない人と友達になれて嬉しかった。

・子どもがとても楽しそうに学んだことを話してくれた。

・子どもが寝たきりになった祖父の気持ちが分かったと話していた。

・体験重視の時間を作っていただけて良かった。

・出会ってすぐにも関わらず、他の学校の子どもたちと楽しんでいてほほえましかった。

・普段できないスポーツや体験ができて良かった。

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）


